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2018 年より西多摩地区を中心に、がん患者さん・家族

が集うサロンの開催などの活動を行っています。今年 7 月

に特定非営利活動法人（NPO 法人）の登記が完了しました。

私自身、数年前にがんを患った親族の看病を経験しました。

がんを告知され病気が進行 

していく中で、患者本人や 

家族は様々な不安を抱える 

ことを経験しました。病気 

や治療に対することだけで 

なく、精神的なこと、生活 

のこと、仕事や経済的なこ 

と、家族に対すること、将 

来的なことなど、多くの不 

安がのしかかりました。日 

本人の 2 人に 1 人ががんを 

患うと言われる中、そんな 

不安を少しでも和らげられ 

ることが出来ないかと考え 

たのが始まりです。 

今年になってからは新型 

コロナの影響で、患者さん 

が集まるサロンの活動は行 

えていません。がん患者さ 

んは普通の人より免疫が弱 

いとされていて、人が集ま 

る所に出かけていくこと、 

自分の治療のための病院に 

行くことさえも躊躇してい 

ると聞きます。それでも人と会って話ができないことは大き

なストレスになります。そんな方々のためにも、早く今まで

の生活が戻ってくるのを祈るばかりです。引き続きいろいろ

な活動を行っていきます。応援よろしくお願いします。 

NPO 法人ハローライフ代表 細野健（社会福祉士） 

Tel. 090-8846-2817 https://halo-life.org 

富岡２丁目在住 細野さんが代表の 

「ハローライフ」 ＮＰＯ法人登記を完了 

編集後記 

 皆さん初めまして？ 顔は知っていても名前は

…、という方のために自己紹介をさせていただきま

す。以前は市民運動会で司会をさせて頂いておりま

した、元スポーツ推進委員の中村真吾と申します。 

皆さんはひまわりプールってご存じでしょうか。

第七小学校だより№9（令和２年 8 月 19 日号）で

も紹介されておりましたが、黒沢三丁目の吉崎商店

を入った所にあります。ひまわりプールは昭和３９

年に地域の若手が丸太と石の俵で作り、昭和４６年

に青梅市の補助金を活用して周囲をコンクリートで

固め、現在の形になっております。プールの上段に

は、ひまわりの形をした「目洗い場」、シャワーには

鉄板でひまわりの装飾を施し、使用時期限定で単管 

 
 

小曾木４丁目のＪＡ西東京小曽木経済店舗 

の店内が改装され、肉・魚などの食材や総菜

商品が３倍程度に増えています。地元野菜や

生産品も充実しましたので、ぜひ一度お立ち

寄りください。営業は月～金曜日の９～17

時です。クレジ 

ットカードや電 

子マネーの利用 

も可能になって 

います。 

ＪＡ西東京 小曽木経済店舗 

店内リニューアル実施 

おそきの学校と地域を考える会の活動 

パイプの更衣室がある本格的なプールでした。ひま

わり子供会が主に使用していたため、名前は知って

いても入った事がない方も多いと思います。真夏で

も水温が１８度程度で冷たく、また、使用する子ど

もが減少したこと等の理由から現在は使用されなく

なっており、第七小学校のヤマメ育成放流場所等に

活用されています。 

テレワークなど働き方が大きく変 

化した現在、コロナ禍を越えた時に 

自然の豊かさを体験できる場所とし 

て、地元の子どもたちが水遊びと自 

然体験をできる場に再活用できない 

かと有志メンバーで夢見て動き始め 

たところです。（中村真吾） 

コロナ禍の中、考える会の活動も縮小して

いますが、８月 25 日には今年度２回目の考

える会を小曾木市民センターで実施、第六中

学校の地域との連携についての研究発表動画

作成への協力（写真）なども行いました。地

域と学校とのつな 

がりが、ここ 10 

年ほどでずいぶん 

強くなったと実感 

できる場面でもあ 

りました。 


